
二
〇
二
四
年
二
月
二
八
日(

水)

ヽ

ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

日
中
の
雪
ま
じ
り
の
藻
琴
山

降
ろ
し
の
強
風
が
夕
方
か
ら
若

干
お
さ
ま
り
か
け
て
き
た
の
で
、

な
ん
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
斎
藤
敬
子•

松

橋
秀
和
・
小
林
俊
夫
・
安
藤
心
・

荻
野
峻
宏•

川
上
掠
輔
・
浦
田

か
ほ(

敬
称
省
略)

①
青
木
待
合
所
の
駅
弁
包
装
紙

の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

去
る
一
月
二
八
日
に
釧
路
市

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
道
東

と
北
海
道
・
樺
太
の
駅
弁
掛
け

紙
」
の
講
演
会
で
作
成
さ
れ
た

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
弟
子
屈
の

皆
さ
ん
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

と
頂
い
た
も
の
で
す
。(

松
橋)

②
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
併
せ
て
、

二
〇
〇
六(

平
成
一
八)

年
八
月
号

の
「
広
報
て
し
か
が
」
に
掲
載

し
た
〃
駅
弁
の
包
装
紙
〃(

別
紙)

を
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ

ば
。(

松
橋)

③
『
阿
寒
国
立
公
園
の
三
恩
人
』

が
復
刻
さ
れ
る

今
か
ら
五
〇
年
ほ
ど
前
に
種

市
佐
改
さ
ん(

元
釧
路
観
光
連
盟

事
務
局
長
・
元
弟
子
屈
図
書
館

長)

が
「
阿
寒
国
立
公
園
指
定
40

周
年
」
記
念
で
執
筆
し
た
『
阿

寒
国
立
公
園
の
三
恩
人
』
が
三

月
中
旬
に
復
刻
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ま
で
無
名
に
近
か
っ
た

阿
寒
地
方
が
昭
和
九
年
に
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
る
に
は
、
田

村
剛
、
永
山
在
兼
、
近
藤
直
人

の
三
人
の
先
見
の
明
と
実
現
に

向
け
て
の
苦
闘
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
が
指
定
一

〇
〇
周
年
に
向
か
っ
て
行
く
た

め
に
改
め
て
国
立
公
園
と
し
て

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る

原
点
に
な
る
も
の
で
す
。

釧
路
、
弟
子
屈
町
内
の
書
店

で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

演
題

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の
屈
斜
路

コ
タ
ン
滞
在
記

ー
現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ
ソ

リ
ツ
カ
ラ
の
心
友
物
語
を
添
え

て
」
そ
の
１

講
師—

斎
藤
敬
子
さ
ん

内
容—

講
師
の
斎
藤
さ
ん
が
〃

現
代
の
武
四
郎
さ
ん
〃
と
呼
ん

で
い
る
松
阪
市
在
住
の
高
瀨
英

雄
松
浦
武
四
郎
松
浦
武
四
郎
記

念
館
名
誉
館
長
と
の
出
合
い
と

交
流
を
通
し
て
、
松
浦
武
四
郎

が
屈
斜
路
コ
タ
ン
で
過
ご
し
た

前
段
の
時
代
考
証
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

が
、
当
会
の
勉
強
会
の
恒
例

と
な
っ
た
、
講
師
が
話
さ
れ
た

の
中
で
疑
問
や
質
問
、
知
り
得

た
情
報
提
供
が
会
員
か
ら
飛
び

出
し
、
高
瀨
さ
ん
の
松
浦
武
四

郎
を
訪
ね
る
旅
の
途
中
で
、
惜

し
く
も
時
間
が
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。

高
瀨
英
雄
松
浦
武
四
郎
松
浦
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第
７
回
例
会
の
様
子

会
員
か
ら
情
報
提
供

勉
強
会



武
四
郎
記
念
館
名
誉
館
長
が

斎
藤
さ
ん
に
語
っ
た
「
〃
歩
〃

の
漢
字
を
分
解
す
る
と
〃
止
〃

と
〃
少
〃
に
な
る
。
歩
く
と
は
、

止
ま
っ
て
少
し
考
え
て
か
ら
記

録
し
て
、
ま
た
歩
く
」
こ
と
だ

と
。何

か
事
を
行
う
に
は
、
じ
っ

く
り
最
良
の
方
法
を
考
え
て
事

を
す
す
め
る
短
期
型
、
あ
る
い

は
目
標
を
定
め
て
す
す
め
な
が

ら
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
最
良

の
方
法
を
考
え
る
長
期
型
が
あ

る
。郷土

研
は
、
「
こ
の
町
の
歴
史

と
文
化
を
後
世
に
ま
ち
が
い
な

く
伝
え
遺
す
」
長
期
型
で
す
。

さ
て
、
続
き
は
次
回
の
勉
強
会

へ
。第

８
回
の
例
会
は
、

二
〇
二
四
年
三
月
二
〇
日(

水)

祝
日,

春
分
の
日一

九
：
〇
〇
か
ら

場
所
は
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館

勉
強
会

演
題

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の

屈
斜
路
コ
タ
ン
滞
在
記

ー
現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ
ソ

リ
ッ
カ
ラ
の
心
友
物
語
を
添
え

て
」
そ
の
２

講
師,

斎
藤
敬
子
さ
ん
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次
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例
会
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